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＜連絡事項＞

· マニュアル作成作業について修正必要な方は３／１５をめどに完成するようすすめて下さい。

· ３月に入りましたのでカルテ１２月分はずす作業に入って下さい。
· 佐々木　圭子様～ご家族とＤｒ面談希望され３／４　13：30に決定しています。
· 入院予定３／４　10時～黒沢　シゲコ様　Ｔ７年生の方、ユニットは未定。

· 板橋　奨様～点滴止め、食事、水分摂取できるようにすすめて行きましょう。

· 田中　清様～（他科薬）リボトリールが本日より開始となります。

· 北山　幸博様～アルコールプログラムは、院長が戻ってから再度検討します。

· 小泉　きみ様～クラビット（100）３Ｔ　３×１　　７Ｔ　　夕～

· 各自ウィズを開きメール・回覧の仕方をきちんと覚えましょう。

＜隔離室使用の患者様＞

· 畑中　成夫様～突発行為はみられず、日中は新聞を読んで過ごしている。夜間も睡眠はとれ

　　　　　　　　　ている。おやつ要求は頻回にある。

　　ケアの方向性：突発行為みられない事や、睡眠がとれていることは評価して行きましょう。

　　　　　　　　　日中新聞を読む事が出来ている事は、現実を向いている事と対面評価して行きましょう。おやつの時間は、本人様とあらかじめ決めて対応しましょう。

＜接遇勉強会＞～今までの勉強会の復習（各自に質問しながら実施）

①接遇とは？

1、 接遇とは？

心からのもてなしである。人間性と仕事の能力が統合したものである。患者様の求めるものは暖かな思いやりあるコミュニケーションである。約8割が言葉と態度による接遇上のトラブルが原因である。形に添って行なっても心が伴わなければ意味がない。魅力的な人は良い印象を与える。接遇はとても大切である。

　患者様が不満をもつ時

· さんざん待たされた

· 対応がぞんざい

· 聞いた事と違う

· 約束を守らない

※サービスの要素として気配りの行き届いた個別的な対応が受けられる事が必要不可欠となる。

　　質疑応答、今後、接遇で勉強したい事を各スタッフから伺う。

· 患者様が不満を持つときとして「すぐに対応できない時」「患者様を待たせた時」

「身だしなみが整っていない時」などの意見があがりました。次回は、具体的な対応をロールプレイしながら各自がよりよい接遇を身につけ、身だしなみについての復習を実施します。

＜東病棟消防訓練について＞

実施日時：３月１４日（月）　　１３：１０～

参加者：　東病棟患者様・病棟当日勤務者

出火時間：１３：１０

出火場所：Ｃユニット（７号室）

内　　容：１３：１０に出火、終了後は病棟カンファレンスにて反省会を実施

《訓練内容》

１３：１０　　火災報知ベル鳴動

出火場所の確認　（２回呼称）全員　班長指揮（病棟外の応援要請があるなら応援指示）

出火現場の確認　（消化器を持参）　河村

消防通報６９９　（すぐに詰所に戻り、通報）　工藤

初期消火　（火元に向けて約３０秒消火）　河村

初期消火成功　（Ｃユニット７号室の窓を開けて避難場所へ戻る）

出火区画の区画形成（　防火戸を閉める）　加藤

避難誘導　（出火場所の確認と同時に大声で棟内の患者様に知らせる）　小松　加藤

　　　　（病棟外へ避難誘導する。その際、外出・外泊中の患者様の人数を把握しておく）

警戒　（飛び火、その他盗難などに警戒する）

残留者なしの確認　（病棟の中を確認した事を示すため、入り口に近いベットの寝具を床に落し、

　　　　　　　　　ドアは開けたままにする。トイレのドアも開けたままにする。）小松　加藤

人員確認　（避難場所で最終的な人員を確認する）

· 隔離室使用患者様の誘導に関しては危害を与える患者様や、重篤な患者様もいるため

隔離室を開放した想定で行ないます。







